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医
療
政
策

問
　

本
県
は
、
在
宅
医
療
の

た
め
の
基
本
方
針
を
策
定

し
、県
保
健
医
療
計
画
に
お
い
て
、

在
宅
医
療
を
重
要
な
柱
と
位
置
付

け
、
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
在
宅
医
療
を
担
う
人
材
が
不

足
し
て
い
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
診
療
所
等
の
不
足
や
地
域

偏
在
が
課
題
で
す
。
さ
ら
に
、
在

宅
医
療
を
進
め
る
上
で
、
病
院
間

の
連
携
や
病
院
と
診
療
所
等
と
の

連
携
が
重
要
で
す
が
、
ま
だ
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
本
県
の
在
宅
医
療
の

現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　

本
県
で
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
在
宅
医
療
・
介
護
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
等
は
年
々
増
加
し
、
平
成
26

年
度
の
訪
問
診
療
等
の
合
計
回
数

は
、
平
成
22
年
度
の
４
・
５
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
在
宅
療
養
を
支
え
る

機
関
や
人
材
の
数
は
地
域
に
よ
っ

て
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
患
者
を
中

心
と
し
た
病
院
間
、
病
院
・
診
療

所
間
の
連
携
も
十
分
に
進
ん
で
い

な
い
現
状
が
あ
り
、
住
民
も
在
宅

医
療
・
介
護
に
対
し
不
安
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

各
地
域
に
お
け
る
在
宅
医
療
・

介
護
の
必
要
度
や
そ
れ
を
支
え
る

資
源
が
異
な
る
中
、
体
制
構
築
を

進
め
る
た
め
に
は
、
市
町
の
主
体

的
な
取
組
が
必
要
で
す
。
県
は
、

市
町
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
取
組
が
進
む
よ
う
支
援
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

農
業
政
策

問
　

国
は
、
主
食
用
米
の
生

産
量
を
抑
制
す
る
こ
と
で

価
格
を
維
持
す
る
生
産
調
整
を
平

成
30
年
度
に
見
直
す
こ
と
を
決
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
生
産
者
等
が

需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
量
を
判

断
す
る
仕
組
み
へ
移
行
し
、
農
業

政
策
の
大
き
な
転
換
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
生
産
調
整
の
転
換
で

は
、
県
が
全
く
関
与
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

平
成
30
年
産
作
付
面
積
の
検
討
等

に
お
け
る
県
の
位
置
付
け
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
農
業
政
策
の
推
進

の
上
で
、
ど
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。答

　

水
田
農
業
が
主
体
の
本

県
は
、
県
が
「
売
れ
る
米

づ
く
り
」
等
を
推
進
す
る
た
め
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
と
と
も
に
、
今

般
の
「
米
政
策
の
見
直
し
」
に
つ

い
て
も
、
農
業
者
の
混
乱
を
最
小

限
に
抑
え
、
安
心
し
て
農
業
経
営

に
あ
た
れ
る
よ
う
適
切
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
県
の
重
要
な
役
割

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
や
Ｊ
Ａ
等
で
構

成
す
る
滋
賀
県
農
業
再
生
協
議
会

で
対
応
策
の
検
討
を
進
め
た
結

果
、
主
食
用
米
に
つ
い
て
、
平
成

30
年
産
以
降
も
、
生
産
数
量
目
標

に
代
わ
る
指
標
を
地
域
に
提
示
し

て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。　引

き
続
き
、
関
係
団
体
等
と
密

接
に
連
携
を
図
り
つ
つ
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
、

米
政
策
の
見
直
し
に
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

琵
琶
湖
の
保
全
再
生

問
　

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ

イ
に
つ
い
て
、
駆
除
能
力

を
増
強
す
る
等
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
使
っ
て
管
理
で
き
る
区
域
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

駆
除
の
方
法
や
拡
大
を
抑
制
す

る
た
め
の
方
策
な
ど
、
更
な
る
検

討
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答
　

駆
除
を
実
施
し
た
区
域

は
、
巡
回
・
監
視
を
徹
底

す
る
こ
と
で
、
管
理
可
能
な
状
態

を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
末
に
は
、
依
然
と
し
て

20
万
㎡
強
の
生
育
面
積
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
後
、
生
育
個
所
等
の
把
握
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
精
緻
に
行
う
と
と

も
に
、
群
落
の
流
出
等
を
抑
制
す

る
手
法
の
検
討
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

補
正
予
算
に
は
、
一
部
の
群
落

で
、
流
出
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
り
囲

い
込
む
こ
と
や
、
光
合
成
を
抑
制

す
る
た
め
の
遮
光
シ
ー
ト
を
か
ぶ

せ
る
こ
と
を
試
行
的
に
実
施
す
る

経
費
も
盛
り
込
ん
で
お
り
、
ま
ず

は
波
・
風
の
影
響
な
ど
に
よ
る
耐

久
性
や
安
全
性
を
テ
ス
ト
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ

ン
バ
イ
へ
の
薬
剤
使
用
の
有
効
性

等
、
様
々
な
方
策
を
有
識
者
等
の

知
見
も
借
り
な
が
ら
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

防
災
対
策

問
　

本
県
で
は
、
県
全
域
の

水
害
リ
ス
ク
を
示
し
た
地

先
の
安
全
度
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
砂
災
害
に

つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
リ
ス
ク
情
報

を
提
示
し
て
い
ま
す
。

水
害
、
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
の

高
い
入
所
系
の
社
会
福
祉
施
設
等

に
、
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
を
伝

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
避
難
体

制
を
つ
く
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
の
か
、
防
災
関
連
部
局
や
市
町

と
の
連
携
の
方
法
も
含
め
て
伺
い

ま
す
。

答
　

地
先
の
安
全
度
マ
ッ
プ

な
ど
の
地
図
情
報
に
基
づ

き
、
改
め
て
県
・
市
が
所
管
す
る

入
所
系
の
社
会
福
祉
施
設
等
を
調

査
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
を
基
に
、

各
施
設
・
事
業
所
に
対
し
、
水
害

や
土
砂
災
害
な
ど
に
つ
い
て
、
立

地
場
所
に
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が

あ
る
の
か
自
ら
確
認
し
、
緊
急
時

の
避
難
対
応
に
役
立
つ
よ
う
、
そ

の
情
報
の
入
手
方
法
等
を
、
市
町

や
防
災
関
連
部
局
と
連
携
し
、
会

議
等
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
等
に
対
す
る
監
査

で
も
、
今
後
、
災
害
時
の
避
難
場

所
、
人
員
体
制
等
、
施
設
等
が
策

定
す
る
非
常
災
害
対
策
計
画
の
再

点
検
を
促
す
と
と
も
に
、
具
体
の

避
難
場
所
の
想
定
な
ど
必
要
に
応

じ
て
市
町
や
防
災
関
連
部
局
と
連

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

9月定例会議の概要
　滋賀県議会は、９月定例会議を９月16日から10月13日までの28日間
の日程で開きました。
　９月定例会議では、「北朝鮮による核実験に抗議する決議案」をは
じめとする議員提出議案11件と「平成28年度滋賀県一般会計補正予
算」をはじめとする知事提出議案30件が上程されました。これらを審
議した結果、意見書案１件を否決したほか、決算特別委員会を設置し
て休会中に審査することとした「平
成27年度滋賀県一般会計および各
特別会計歳入歳出決算の認定を求
めることについて」を除き、いずれも
原案のとおり可決または同意しまし
た。
　また、各委員会では、付託された
各議案、請願その他所管事項につい
て審査および調査を行いました。

●平成28年度一般会計補正予算を可決
　当初予算成立後の諸情勢の変化や国庫補助・負担金の内定状況な
どを踏まえ必要な経費を盛り込んだ４億4,375万円の一般会計補正
予算（第２号）を可決しました。
　補正予算には、外来の水生植物で旺盛な繁殖力を有するオオバナ
ミズキンバイが過去最大の規模にまで拡大していることが判明した
ことから、これ以上の生育面積の拡大を防ぐための駆除に要する経
費のほか、児童養護施設等を退所し、就職や進学された方々の生活
基盤の確保に向けた貸付制度の創設に要する経費などが計上されて
います。

●北朝鮮による核実験に抗議する決議案および北陸新幹線の
　敦賀以西の整備において米原ルートの実現を求める決議案を可決
　５回目となる核実験を実施した北朝鮮に対し抗議し、更なる制裁
措置を行う決議が採択されるようにすること等を強く求める決議案
と、北陸新幹線の米原ルートの実現を強く求めるとともに、北陸本線
と湖西線がＪＲ西日本から経営分離されることは認められないとす
る決議案を可決しました。

　
9
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　
　
　
　
質
疑
・
質
問
か
ら



こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す
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9月定例会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 結　果

（知事提出）

議第119号〜
　議第121号

平成28年度滋賀県一般会計補正予算（第２号）　ほか２件 可 決

議第122号～
　議第126号

滋賀県国民健康保険運営協議会条例案　ほか４件 可 決

議第127号～  
　議第130号

平成27年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算
の認定を求めることについて　ほか３件

継続審議

議第131号～
　議第139号

契約の締結につき議決を求めることについて（（新校）長浜北
高校校舎新築その他工事）　ほか８件

可 決

議第140号 平成28年度滋賀県一般会計補正予算（第３号） 可 決

議第141号～
　議第148号

滋賀県公安委員会委員の任命につき同意を求めることにつ
いて　ほか７件

同 意

9月定例会議で審議した決議・意見書
番　　号 件　　　　　　　　　　名 結果

決議第６号 北朝鮮による核実験に抗議する決議案 可 決
決議第７号 北陸新幹線の敦賀以西の整備において米原ルートの実現を求める決議案 可 決

意見書第14号 地方議会議員の選挙期間中におけるビラの頒布を可能とする公
職選挙法の改正を求める意見書案

否 決

意見書第15号 国における憲法改正議論の推進を求める意見書案 可 決
意見書第16号 地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書案 可 決
意見書第17号 無年金者等対策の推進を求める意見書案 可 決
意見書第18号 「同一労働同一賃金」の実現を求める意見書案 可 決
意見書第19号 チーム学校運営の推進等に関する法律の早期制定等を求める意見書案 可 決
意見書第20号 軽油引取税の課税免除措置の継続を求める意見書案 可 決
意見書第21号 有害鳥獣被害防止対策の推進を求める意見書案 可 決
意見書第22号 警察官の増員に関する意見書案 可 決

携
し
て
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
政
策

問
　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
以

西
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
与

党
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
整

備
検
討
委
員
会
の
中
間
と
り
ま
と

め
と
し
て
、
舞
鶴
ル
ー
ト
、
小
浜
・

京
都
ル
ー
ト
、
米
原
ル
ー
ト
の
３

案
に
絞
り
込
ま
れ
、
年
内
に
決
定

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
本
県
で
実
施
し
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
開
業
を
見

据
え
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
調
査
の

現
状
を
伺
い
ま
す
。

答
　

概
算
建
設
費
は
、
米
原

ル
ー
ト
が
４
，
０
４
１
億

円
、
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
が

１
兆
３
，
６
０
６
億
円
、
舞
鶴

ル
ー
ト
が
１
兆
７
，
３
７
５
億
円

と
な
り
、
環
境
ア
セ
ス
等
の
事
前

準
備
を
除
い
た
建
設
期
間
は
、
そ

れ
ぞ
れ
５
年
、
13
年
、
17
年
と

な
っ
て
、
米
原
ル
ー
ト
が
最
も
安

価
に
、
か
つ
早
く
整
備
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
年
間
利
用
見
込
み
者
数

を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
米
原
ル
ー

ト
は
１
，
１
２
０
万
人
、
小
浜
・

京
都
ル
ー
ト
は
９
７
０
万
人
、
舞

鶴
ル
ー
ト
は
８
０
０
万
人
と
な

り
、
米
原
ル
ー
ト
が
最
も
利
用
見

込
み
者
数
が
多
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
試
算
結
果
か
ら
、
各

ル
ー
ト
の
費
用
対
便
益
を
算
出
す

る
と
、
米
原
ル
ー
ト
で
は
便
益
が

費
用
の
１
・
６
倍
と
な
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
小
浜
・
京
都
ル
ー

ト
と
舞
鶴
ル
ー
ト
は
便
益
が
費
用

を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
施
策

問
　

相
模
原
市
の
施
設
で
障

害
者
に
対
す
る
悲
し
い
殺

傷
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
ハ
ー
ド

だ
け
を
強
化
し
て
も
限
界
が
あ

り
、
地
域
で
当
た
り
前
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
企
業
や
県

民
と
一
緒
に
作
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
警
備
の
強
化
は
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。

障
害
者
施
設
の
リ
ス
ク
管
理
に

つ
い
て
、
県
と
し
て
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。

答
　

今
回
の
事
件
を
受
け
、
障

害
者
の
た
め
の
入
所
型
施

設
全
て
に
対
し
て
、
入
所
者
の
安

全
確
保
等
の
現
状
を
確
認
す
る
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
全
て
の
施
設
に

お
い
て
、
緊
急
時
の
連
絡
体
制
等

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
施
設

の
状
況
に
応
じ
て
、
出
入
口
の
施

錠
や
基
準
以
上
の
夜
間
職
員
の
配

置
等
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
事
件
以
降
、
ほ
と

ん
ど
の
施
設
で
安
全
対
策
に
つ
い

て
の
検
討
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
確

認
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
入
所
者
等
の
安
全
確

保
に
関
す
る
注
意
喚
起
と
改
め
て

防
犯
点
検
を
行
う
よ
う
、
全
て
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
要

請
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
施
設
の
具
体
的
な

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
補
助
金
を
活

用
し
た
防
犯
対
策
の
強
化
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
実
地
指
導
な
ど

の
場
を
通
じ
て
、
き
め
細
や
か
な

情
報
提
供
等
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

観
光
・
産
業
振
興

問
　

湖
国
滋
賀
の
魅
力
等
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
来
年
10

月
に
東
京
の
日
本
橋
で
、
首
都
圏

情
報
発
信
拠
点
の
オ
ー
プ
ン
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
で
滋

賀
の
個
性
を
磨
き
、
新
た
な
豊
か

さ
、
創
造
に
つ
な
げ
る
拠
点
と
な

る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
拠
点
整
備
に
か
け
る

決
意
を
伺
い
ま
す
。

答
　

こ
の
拠
点
は
、
滋
賀
の

豊
か
な
食
や
モ
ノ
を
総
合

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
全
国
そ

し
て
世
界
か
ら
集
ま
る
人
々
に
発

信
す
る
と
と
も
に
、
滋
賀
へ
の
来

訪
や
誘
引
と
い
う
役
割
を
担
う
場

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
こ
の
場
で
実
際
に
マ
ー

ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
を
し
、
そ
の
結

果
を
生
産
者
等
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
で
、
滋
賀
の
産
品
や

魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
場
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
開
設
準
備
室
を
設

置
し
て
体
制
を
一
定
整
え
ま
し

た
。
現
在
公
募
し
て
い
る
運
営
事

業
者
と
と
も
に
、
滋
賀
の
よ
さ
を

引
き
出
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
の

あ
る
県
内
事
業
者
を
巻
き
込
み
、

本
県
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

拠
点
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

庁
内
各
課
や
市
町
の
拠
点
活
用
事

業
を
取
り
込
み
、
戦
略
性
を
も
っ

て
、
首
都
圏
で
の
滋
賀
の
発
信
と

営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。就

労
支
援

問
　

職
業
教
育
に
お
け
る
県

内
高
等
学
校
の
役
割
は
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基

盤
と
な
る
能
力
等
を
養
う
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
と
、
一
定
ま
た
は
特

定
の
職
業
に
従
事
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
等
を
養
う「
職
業
教
育
」

を
確
実
に
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、

一
層
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

職
業
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
針
を
持
っ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

答
　

高
校
教
育
に
お
け
る
職

業
教
育
は
、
様
々
な
産
業

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
人
材

を
育
成
し
、
産
業
の
発
展
に
寄
与

す
る
と
い
う
重
要
な
使
命
を
担
っ

て
お
り
、
本
県
で
は
職
業
学
科
の

集
約
化
等
の
改
編
を
重
ね
な
が

ら
、
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
等
に

応
え
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

職
業
教
育
を
主
と
す
る
各
専
門

高
校
で
は
、
大
学
等
が
持
つ
知
的

資
産
等
を
活
用
し
た
教
育
を
行
う

と
と
も
に
、
外
部
人
材
の
指
導
に

よ
る
高
度
な
資
格
取
得
の
促
進

等
に
取
り
組
む
専
門
高
校
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
育
成
事
業

を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。生

徒
に
高
度
で
実
践
的
な
知

識
・
技
術
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
の
変
化
等
に
対

応
で
き
、
各
専
門
分
野
に
お
い
て

第
一
線
で
活
躍
で
き
る
専
門
性
の

高
い
人
材
の
育
成
を
図
る
職
業
教

育
の
充
実
を
一
層
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●免税軽油制度の継続を求めることについて
９月定例会議で採択した請願

議 会 か ら の お 知 ら せ

●決算特別委員会の設置
　平成27年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案を審査するため、決算特別委員会が
設置され、10月24日から５日間にわたって審査が行われています。
　委  員  長：西村 久子
　副委員長：冨波 義明
　委　　員：村島 茂男、田中 松太郎、塚本 茂樹、藤井 三恵子、大橋 通伸、
　　　　　 木沢 成人、中村 才次郎、大野 和三郎、富田 博明、細江 正人、
　　　　　 生田 邦夫、佐野 高典、今江 政彦

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　議会ホームページでは、本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、
会議録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の開始から終了までの模様をライブ中継と録画配信をしています。
　（※スマートフォン等でも御覧いただけます。）
　滋賀県議会ホームページ　http://www.shigaken-gikai.jp/
　議会の開催情報は、Twitter（ツイッター）でも発信しています。

滋賀県議会ツイッター （アカウント名　@shigakengikai）

●11月定例会議の御案内
　11月29日（火）から12月21日（水）までの23日間の日程で開催する予定です。

●テレビ放送の御案内
　定例会議の代表質問と一般質問、最終日の模様をお届けする「県議会ダイジェス
ト」を次のとおりびわ湖放送で放送します。どうぞ御覧ください。
　＜11月定例会議の放送予定＞
　　12月２日（金）代表質問　12月７日（水）一般質問　12月８日（木）一般質問
　　12月９日（金）一般質問　12月12日（月）一般質問　12月21日（水）最終日
　　各日の夜10時から放送予定です。

●傍聴の御案内
　本会議や委員会はいつでも傍聴することができます。ただし、傍聴席には限りが
ありますので、団体で傍聴される場合は、あらかじめ御連絡ください。また、車椅子
用の傍聴スペースは２席分あります。詳細についてはお問い合わせください。


